
りそな 経済フラッシュ
（米国FOMC）

◎注意事項をよくお読み下さい

◎注意事項 お問い合わせは、取引店の担当者までご連絡ください。
当資料に記載された情報は信頼に足る情報源から得たデータ等に基づいて作成しておりますが、その内容については明示されていると否とにかかわらず、弊社がその正確性、確実性を保証するものではありません。また、こ
こに記載された内容が事前の連絡なしに変更されることもあります。また、当資料は情報提供を目的としており、金融商品等の売買を勧誘するものではありません。取引時期などの最終決定はお客さまご自身の判断でな
されるようお願い致します。
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○概況

りそなホールディングス 市場企画部

政策金利は据え置きとし、誘導水準を0.00～0.25％とした（全員一致）。

パウエルFRB議長は景気に対して極めて慎重な見通しを示した。

 9月FOMCにも見込まれる金融政策のフレームワークの見直しが注目される。

 FRBは7/28-29に行われたFOMC（連邦公開市場委員会）で、政
策金利であるFF金利の誘導目標を0.00～0.25％とした（全員一
致）。また、米国債、MBSの買入スタンスについては今後数か月は少
なくとも現状の買入ペースを維持するとした。

 海外中央銀行とのドルスワップ協定を来年3月末まで延長するとした。
足もとはドルの流動性が落ち着いているが、引き続きドルの安定供給に
向けて強い姿勢を示したといえる。

 声明文は概ね6月公表の声明文と変更なし。ここ数か月の経済活動や
雇用について「幾分上向いた」とする一方、「年初の水準をはるかに下
回る」との認識を示した。また、「景気のパスは、ウイルスの動向に強く
依存する」との文言を追加して不確実性が高いことを示唆した。

 パウエルFRB議長は記者会見は景気見通しに極めて慎重な見方を
示した。ここ数週間の米国での感染拡大が経済活動に与える影響を懸
念。クレジットカード等の支払いによる個人消費が6月後半から停滞して
きたことを指摘した。

 金融市場で関心の高かった、金融政策のフレームワークの見直しにつ
いては、近いうちに公表するとしたが、具体的な内容について言及はな
かった。8月のジャクソンホールでのFRB主催の金融政策シンポジウムを
経て、次回9月のFOMCで公表されるというのが市場コンセンサス。

 今回のFOMCや記者会見に特段サプライズはなかった。9月の
FOMCでの金融政策のフレームワークの見直しが焦点。フォワードガイダ
ンスの強化により粘り強く現状の金融緩和を続ける姿勢を示すものと予
想される。

【出所】FＲＢ

2020 2021 2022 長期

実質GDP ▲6.5↓ 5.0↑ 3.5↑ 1.8↓

2019年12月時点 2.0 1.9 1.8 1.9

失業率 9.3↑ 6.5↑ 5.5↑ 4.1

2019年12月時点 3.5 3.6 3.7 4.1

PCEインフレ率 0.8↓ 1.6↓ 1.7↓ 2.0

2019年12月時点 1.9 2.0 2.0 2.0

FOMCメンバーの政策金利見通し～2022年までゼロ金利政策継続

FRBの景気見通し～失業率や物価見通しが悪化

※数字は予想したFOMCメンバーの人数


